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　京都市副市長。市初の女性副市長となる。「本年は明治維新 150 年となる年です。
昔のことを振り返って、そこから未来につながる新しい発想を得ましょう。幸い京
都には明治を偲ばせるものが多数あります。琵琶湖疏水の大事業が当時 21 歳の青
年技師によってなされたように、若い人が活躍できる社会を作り上げていきたいと
思います。」� 6 面に「京都ミュージアムロード」関連記事

村
むら

上
かみ

　圭
けい

子
こ

 さん

変
化
に
直
面
し
た
２
０
１
７
年

２
０
１
８
年
は
変
化
に
対
応

Ｍ
Ｋ
ス
マ
ホ
配
車
で

台
湾
空
港
送
迎
予
約

人
の
移
動
が
あ
れ
ば

す
べ
て
タ
ク
シ
ー
が
対
応

営
業
区
域
の
撤
廃
を

強
く
求
め
ま
す
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２
０
１
７
年
の
年
間
訪
日

外
国
人
は
２
８
６
９
万
人
と

過
去
最
多
を
数
え
、
政
府
が

掲
げ
る
２
０
２
０
年
訪
日
外

国
人
目
標
４
０
０
０
万
人
、

２
０
３
０
年
６
０
０
０
万
人

は
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
と

　

一
昨
年
、
Ｍ
Ｋ
は
台
湾
の

最
大
手
タ
ク
シ
ー
会
社
の
台

灣
大
車
隊
と
業
務
提
携
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
へ
の
相

互
送
客
を
し
て
お
り
、
す
で

に
日
本
国
内
か
ら
Ｍ
Ｋ
を
通

じ
て
台
灣
大
車
隊
の
送
迎
を

ご
注
文
い
た
だ
い
た
方
は

　

当
社
は
タ
ク
シ
ー
会
社
で

す
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

に
対
応
す
る
な
か
で
私
ど
も

が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

範
囲
は
陸
上
輸
送
に
限
ら
ず

あ
ら
ゆ
る
移
動
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
こ
と
で
、
お
客
様

の
利
便
性
を
よ
り
一
層
高
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
大
型
客
船
が
一
度
に
数

百
人
、
数
千
人
の
お
客
様
を

お
連
れ
し
た
と
き
、
停
泊
す

　

官
民
あ
げ
て
誘
致
し
よ
う

と
し
て
い
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
案
件

に
つ
き
ま
し
て
、
お
陰
様
で

Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
は
ご
指
名
い

た
だ
く
こ
と
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
せ
っ
か
く
の
日
本
で

の
開
催
で
お
客
様
に
満
足
い

た
だ
け
る
お
も
て
な
し
を
し

よ
う
と
し
て
依
頼
主
が
困
っ

て
し
ま
う
の
が
、
タ
ク
シ
ー

の
営
業
区
域
規
制
で
す
。
何

度
も
Ｍ
Ｋ
新
聞
紙
上
で
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
海
外

か
ら
来
ら
れ
た
お
客
様
に
と

っ
て
は
京
都
も
大
阪
も
関
西

国
際
空
港
も
ひ
と
つ
の
エ
リ

ア
で
す
。
そ
も
そ
も
対
応
で

い
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、

そ
れ
だ
け
の
観
光
客
を
実
際

に
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
イ

ン
フ
ラ
面
の
充
足
が
課
題
で

あ
る
こ
と
も
気
づ
か
れ
始
め

て
い
ま
す
。
宿
泊
と
移
動
の

問
題
で
す
。
宿
泊
需
要
に
対

す
る
供
給
不
足
を
補
う
た
め

に
政
府
が
民
泊
を
認
め
た
こ

と
は
周
知
の
こ
と
で
す
し
、

次
に
移
動
の
足
と
な
る
タ
ク

は
こ
の
よ
う
な
環
境
の
大
き

な
変
化
が
顕
在
化
し
た
年
で

し
た
。
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
に
と

国
民
全
体
が
感
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
数
年
間
で
観
光
地
に
限
ら

ず
ポ
ス
ト
サ
イ
ン
や
案
内
放

送
、
応
対
ス
タ
ッ
フ
の
多
言

語
化
が
進
む
な
ど
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
は
各
地
で
進
ん
で

７
０
０
０
名
を
超
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
度
よ
う
や
く
準

備
が
整
い
、
本
年
２
月
よ
り

日
本
国
内
で
「
Ｍ
Ｋ
ス
マ
ホ

配
車
」
ア
プ
リ
を
お
使
い
の

方
は
そ
の
ま
ま
Ｍ
Ｋ
ス
マ
ホ

配
車
で
台
灣
大
車
隊
の
桃
園

空
港
―
台
北
間
の
送
迎
の
予

る
港
か
ら
観
光
地
に
お
供
す

る
の
は
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の

役
割
で
す
し
、
タ
ク
シ
ー
観

光
と
ク
ル
ー
ズ
船
を
組
み
合

わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
も
で
き
ま

す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ

ト
な
ど
で
降
り
立
っ
た
お
客

様
の
飛
行
場
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト

か
ら
ホ
テ
ル
・
観
光
地
ま
で

の
移
動
の
足
と
し
て
も
タ
ク

シ
ー
は
不
可
欠
で
す
。ま
た
、

と
き
に
は
自
由
に
観
光
す
る

た
め
に
荷
物
は
別
便
で
ホ
テ

き
る
ハ
イ
ヤ
ー
会
社
が
現
地

に
な
け
れ
ば
全
国
ど
こ
で
あ

ろ
う
と
駆
け
つ
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ハ
イ
ヤ
ー
や

貸
切
チ
ャ
ー
タ
ー
な
ど
予
め

決
ま
っ
た
仕
事
に
つ
い
て
は

営
業
区
域
を
撤
廃
し
な
け
れ

約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
２
月
半
ば
に
は
台
湾

の
お
客
様
が
台
灣
大
車
隊
の

配
車
ア
プ
リ
の
中
で
Ｍ
Ｋ
の

空
港
定
額
タ
ク
シ
ー
を
予
約

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

台
湾
を
皮
切
り
に
ア
ジ
ア

各
国
の
配
車
ア
プ
リ
と
の
連

携
を
強
化
し
て
い
き
、
訪
日

外
国
人
の
方
の
約
８
割
を
占

め
る
ア
ジ
ア
圏
の
お
客
様
に

日
本
の
Ｍ
Ｋ
タ
ク
シ
ー
の
お

も
て
な
し
を
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ル
へ
届
け
て
お
き
た
い
と
い

う
需
要
も
あ
る
は
ず
で
す
。

貨
客
混
載
の
規
制
緩
和
を
よ

り
一
層
進
め
て
い
た
だ
き
タ

ク
シ
ー
が
そ
の
よ
う
な
ス
ポ

ッ
ト
需
要
を
担
う
こ
と
も
で

き
る
で
し
ょ
う
。
ま
さ
に
陸

海
空
、
国
内
海
外
、
そ
し
て

貨
客
と
人
の
移
動
に
伴
う
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
タ
ク
シ
ー
が

活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　

２
０
１
８
年
Ｍ
Ｋ
は
タ
ク

シ
ー
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ば
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
の
大
き

な
足
か
せ
に
な
り
ま
す
。
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の

旗
振
り
役
と
し
て
今
日
の
訪

日
観
光
客
の
増
加
を
も
た
ら

し
た
国
土
交
通
省
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
何
卒
ご
明
察
の

う
え
賢
明
な
判
断
を
下
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

シ
ー
に
供
給
不
足
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
く
れ
ば
、
い

わ
ゆ
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
解

禁
さ
れ
る
日
も
近
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
運
輸
業
界
は
貨

物
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
問
わ

ず
労
働
力
不
足
と
高
齢
化
に

加
え
、
働
き
方
改
革
に
よ
る

総
労
働
時
間
の
短
縮
に
よ
る

影
響
も
こ
れ
か
ら
は
見
逃
せ

ま
せ
ん
。
昨
年
２
０
１
７
年

っ
て
本
年
２
０
１
８
年
は
変

化
に
対
応
す
る
年
に
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（1）

拝
啓

　
国
土
交
通
大
臣

　
石
井

　
啓
一 

殿

エ
ム
ケ
イ
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長

　
青
木
信
明

今
こ
そ
、
タ
ク
シ
ー
の
未
来
を
決
す
る
分
水
嶺
⑱

陸
海
空
・
国
内
海
外
・
貨
客
す
べ
て
の

移
動
需
要
に
応
え
る
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
へ

	 2面	 ベトナムの観光行政職員がMKで「おもてなし」を学ぶ
	 2面	 心温まるエピソードも　MKハートウォームタクシー好評運行中
	 5面	 世界に通じる「おもてなし」を学ぶ　　MK社員　海外研修へ
12面	 配車アプリで相互配車スタート
	 　	 〜台湾最大手タクシー「台灣大車隊」と〜

今号のトピックス

MKタクシー

Twitter限定の
キャンペーンも随時実施！

最新情報発信中！
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マシュー・カロン 毎日更新！ フォローしてね！
@MKofficial_PR
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①
京
都
み
な
み
会
館
映
画
鑑

賞
券
（
３
面
）

３
組
６
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

「
東
郷
青
児
展
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

③
兵
庫
陶
芸
美
術
館
「
弥
生

の
美
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

④
細
見
美
術
館「
琳
派
展
20
」

（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑤
大
阪
市
立
美
術
館
「
改
組 

新 

第
４
回
日
展
」（
11
面
）

５
組
10
名
ご
招
待

⑥
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
２
「
京
都
サ

ン
ガ
F.

　
C.

　
VS
Ｆ
Ｃ
岐
阜
戦
」

（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

⑦
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
２
「
京
都
サ

ン
ガ
F.

　
C.

　
VS
フ
ァ
ジ
ア
ー

ノ
岡
山
戦
」（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

⑧
Ｊ
リ
ー
グ
Ｊ
２
「
京
都
サ

ン
ガ
F.

　
C.

　
VS
カ
マ
タ
マ
ー

レ
讃
岐
戦
」（
11
面
）

１
組
２
名
ご
招
待

　

ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ご
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

番
号
・
興
味
を
持
っ
た
記
事
・

Ｍ
Ｋ
へ
の
一
言
を
明
記
の
上
、

〒
６
０
１
―
８
４
３
２
京
都

市
南
区
西
九
条
東
島
町
63
―

１
、
Ｍ
Ｋ
新
聞
「
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
係
ま
で
。
締
切
は
平
成

30
年
２
月
15
日
（
木
）
消
印

有
効
。
当
選
者
の
発
表
は
発

送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
紙

面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
ご
応
募
に
際
し
て
ご
記
入

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

き
ま
し
て
は
、
弊
社
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き

厳
重
に
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w

w
.m

k-gr 
oup.co.jp/privacy/

（11）

弥
生
の
美

―
土
器
に
宿
る
造
形
と
意
匠
―

３
／
10
～
５
／
27

兵
庫
陶
芸
美
術
館

　

い
ま
か
ら
約
２
４
０
０
年

前
、
稲
作
が
大
陸
か
ら
北
部

九
州
へ
と
伝
わ
り
、
そ
れ
と

と
も
に
青
銅
器
や
鉄
器
も
伝

わ
っ
た
。
新
た
な
素
材
に
よ

る
道
具
の
普
及
は
、
用
途
に

あ
わ
せ
た
多
様
な
土
器
や
地

域
に
よ
っ
て
特
色
の
あ
る
土

器
を
生
み
出
し
た
。

　

全
国
各
地
の
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
重
要
文
化
財
を
含
む
、

１
６
０
点
を
超
え
る
多
種
多

様
な
弥
生
土
器
を
通
し
、
そ

の
造
形
美
や
意
匠
と
と
も
に
、

弥
生
人
の
生
活
や
モ
ノ
づ
く

や
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
に
お
い

て
も
一
世
を
風
靡
し
た
。

　

生
誕
１
２
０
年
を
記
念
し

て
本
展
で
は
、「
青
児
美
人
」

の
確
立
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を

中
心
に
、
代
表
作
は
も
と
よ

り
、
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
る

機
会
の
少
な
か
っ
た
希
少
作

や
異
色
作
も
紹
介
。

　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

（
近
鉄
「
大
阪
阿
部
野
橋
」

駅
・
Ｊ
Ｒ
「
天
王
寺
」
駅
よ

り
す
ぐ
。
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

16
階
）に
て
、２
月
16
日（
金
）

～
４
月
15
日
（
日
）
ま
で
。

休
館
は
２
月
19
日
、
２
月
26

日
、
３
月
５
日
、
４
月
２
日
。

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
火

～
金
は
同
８
時
ま
で
）、
入

館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
。
一

般
１
３
０
０
円
、
高
大
生
９

０
０
円
、小
中
生
５
０
０
円
。

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館
☎

０
６
・
４
３
９
９
・
９
０
５

０☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

気
の
高
い
鉄
瓶
・
銀
瓶
・

煎
茶
道
具
の
名
品
ま
で

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の

15
万
点
以
上
を
展
示
即

売
す
る
。

　

全
国
か
ら
の
出
店
が

増
え
、
毎
回
国
内
外
か

ら
３
万
人
以
上
の
来
場

者
が
集
う
。
な
か
で
も

中
国
・
台
湾
・
韓
国
・

欧
米
か
ら
の
来
場
者
が

多
く
、中
国
で
は「
日
本

で
一
番
有
名
な
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
フ
ェ
ア
」と
も
言
わ
れ
る
。

　

京
都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ
大
展

示
場
（
地
下
鉄
・
近
鉄
「
竹

田
」
駅
西
口
よ
り
無
料
送
迎

バ
ス
を
運
行
）
に
て
、
３
月

30
日
（
金
）
～
４
月
１
日

（
日
）。
午
前
10
時
～
午
後

５
時
（
最
終
日
は
同
４
時
ま

で
）。
入
場
無
料
。
京
都
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア
実
行
委
員

会
☎
０
７
７
・
５
２
２
・
２

３
０
７

開
館
20
周
年
記
念
展
Ⅱ

琳
派
展
20

細
見
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

抱
一
の
花
・
其
一
の
鳥

３
／
３
～
４
／
15

細
見
美
術
館　
　

　

平
成
10
年
に
京
都
・
岡
崎

の
地
に
開
館
し
て
以
来
、
細

見
美
術
館
は
日
本
美
術
の
魅

力
を
多
角
的
に
発
信
し
続
け

て
き
た
。

　

開
館
20
周
年
を
記
念
す
る

本
展
で
は
、
美
術
館
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
、「
江
戸
琳

派
」
の
作
品
を
展
示
。
江
戸

琳
派
の
優
美
な
花
鳥
画
を
楽

し
め
る
。

　

細
見
美
術
館
（
地
下
鉄
・

「
東
山
」
駅
よ
り
２
番
出
口

よ
り
北
へ
徒
歩
約
10
分
に
て
、

３
月
３
日（
土
）～
４
月
15

日（
日
）。
月
曜
休
館
（
た

だ
し
祝
日
の
場
合
は
開
館
、

翌
火
曜
休
館
）。午
前
10
時

～
午
後
６
時
（
入
館
は
同

５
時
30
分
ま
で
）。一
般
１

３
０
０
円
、
学
生
１
０
０

０
円
。
細
見
美
術
館
☎
０

７
５
・７
５
２
・５
５
５
５

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

特
別
展

改
組　

新　

第
４
回
日
展

２
／
24
～
３
／
25

大
阪
市
立
美
術
館

　

日
展
は
、
明
治
40
年
に
文

部
省
美
術
展
覧
会
と
し
て
始

ま
り
、
名
称
の
変
更
や
組
織

を
改
革
し
な
が
ら
１
０
０
年

を
超
え
る
長
き
に
わ
た
っ
て

続
い
て
き
た
日
本
で
最
も
歴

史
と
伝
統
の
あ
る
公
募
展
。

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工

芸
美
術
・
書
の
５
部
門
か
ら

成
り
、
日
本
を
代
表
す
る
巨

匠
か
ら
新
人
作
家
の
入
選
作

ま
で
多
彩
な
作
品
の
数
々
を

紹
介
し
て
き
た
。

　

平
成
27
年
の
組
織
改
革
に

伴
い
「
改
組　

新　

第
１
回

日
展
」
と
し
て
開
催
し
、
今

回
は
組
織
改
革
後
、
４
回
目

の
開
催
と
な
る
。

　

大
阪
市
立
美
術
館
（
地
下

鉄
・
Ｊ
Ｒ
「
天
王
寺
」
駅
、

近
鉄
「
大
阪
阿
部
野
橋
」
駅

よ
り
約
４
０
０
ｍ
）
に
て
、

２
月
24
日
（
土
）
～
３
月
25

日
（
日
）。
月
曜
休
館
。
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入

館
は
同
４
時
30
分
ま
で
）。一

般
１
０
０
０
円
、
高
大
生
７

０
０
円
。
大
阪
市
総
合
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
６
・
４
３

０
１
・
７
２
８
５

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

平
成
29
年
度
総
合
展
示

保
存
と
修
理
の
文
化
史

開
催
中
～
３
／
４

京
都
文
化
博
物
館

　

京
都
で
は
、
多
く
の
貴
重

な
文
化
遺
産
が
継
承
さ
れ
る

と
と
も
に
、
新
た
な
芸
術
や

文
化
が
い
ま
も
日
々
生
み
出

さ
れ
て
い
る
。
総
合
展
示
で

は
そ
ん
な
多
彩
な
京
都
文
化

を
紹
介
。
常
設
の
「
京
の
歴

史
」
や
祗
園
祭
の
名
宝
を
順

次
紹
介
す
る「
京
の
ま
つ
り
」

の
２
つ
の
ゾ
ー
ン
に
加
え
、

「
京
の
至
宝
と
文
化
」
で
は

よ
り
テ
ー
マ
性
の
高
い
展
示

を
企
画
。
中
近
世
の
絵
画
や

書
、近
現
代
の
染
織
や
金
工
、

写
真
な
ど
京
の
多
彩
な
「
ア

ー
ト
」
の
姿
が
見
ら
れ
る
。

　

京
都
文
化
博
物
館
（
地
下

鉄「
烏
丸
御
池
」駅
５
番
出
口

よ
り
東
へ
徒
歩
３
分
）
に
て

開
催
中
、３
月
４
日
ま
で
。休

生
誕
１
２
０
年

東
郷
青
児
展

夢
と
現う

つ
つ

の
女
た
ち

２
／
16
～
４
／
15　
　
　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

　

甘
く
憂
い
を
秘
め
た
女
性

像
で
大
衆
に
絶
大
な
人
気
を

誇
っ
た
画
家
、
東
郷
青
児
。

陶
器
の
よ
う
に
な
め
ら
か
な

肌
と
、
モ
ダ
ン
な
装
飾
性
を

ま
と
っ
た
「
青
児
美
人
」
は
、

昭
和
の
美
の
ア
イ
コ
ン
と
し

て
、
絵
画
の
み
な
ら
ず
装
丁

り
の
技
術
の
一
端
も
探
る
。

　

兵
庫
陶
芸
美
術
館
（
Ｊ
Ｒ

「
相
野
」
駅
よ
り
神
姫
バ
ス

約
15
分「
兵
庫
陶
芸
美
術
館
」

下
車
）
に
て
３
月
10
日
（
土
）

～
５
月
27
日
（
日
）
ま
で
。

月
曜
休
館
（
た
だ
し
４
月
30

日
は
開
館
、
５
月
１
日
は
休

館
）。午
前
10
時
～
午
後
６
時

（
４
月
１
日
か
ら
は
同
７
時

ま
で
）、
入
館
は
そ
れ
ぞ
れ

30
分
前
ま
で
。
一
般
１
０
０

０
円
、
大
学
生
８
０
０
円
、

高
校
生
以
下
無
料
。
兵
庫
陶

芸
美
術
館
☎
０
７
９
・
５
９

７
・
３
９
６
１

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

５
組
10
名
ご
招
待

館
日
は
月
曜
日（
た
だ
し
、祝

日
の
場
合
は
開
館
、
翌
火
曜

休
館
）。午
前
10
時
～
午
後
７

時
30
分
（
入
場
は
同
７
時
ま

で
）。
一
般
５
０
０
円
、
大
学

生
４
０
０
円
、
高
校
生
以
下

無
料
。
京
都
文
化
博
物
館
☎

０
７
５
・
２
２
２
・
０
８
８
８

第
70
回

２
０
１
８
年
春
の
京
都

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア

３
／
30
～
４
／
１　

京
都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ

　

和
骨
董
か
ら
中
国
美
術
・

西
洋
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
、
近
年

テ
レ
ビ
・
美
術
雑
誌
で
盛
ん

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
明

治
時
代
の
精
緻
極
ま
り
な
い

作
品
や
、
中
国
や
台
湾
で
人

《
望
郷
》
１
９
５
９
年　

東
郷
青
児
記
念　

損
保
ジ
ャ
パ
ン

日
本
興
亜
美
術
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

人
面
付
土
器（
重
要
文
化
財
）　

泉
坂
下
遺
跡
（
茨
城
県
常
陸

大
宮
市
）出
土　

弥
生
時
代
中
期　

常
陸
大
宮
市
教
育
委
員
会

酒
井
抱
一　

桜
に
小
禽
図

書
「
梅
の
花
」
黒
田
賢
一

（
理
事
・
審
査
員
）　
　

会場の様子

■京都サンガF.C.チケット係
　1075-212-0635　http://www.sanga-fc.jp/

☆「第 4 節」・「第 5 節」・「第 7 節」の観戦チケット
をそれぞれ 1 組 2 名にプレゼント！ プレゼント
コーナーをご覧ください。

頑張れ!!京都サンガF.C.頑張れ!!京都サンガF.C.

ホームゲーム日程 ※会場はいずれも西京極スタジアム

3月17日（土） 午後3時
vs ＦＣ岐阜

3月21日（水・祝） 午後3時
vs ファジアーノ岡山

2月25日（日） 午後3時
vs ＦＣ町田ゼルビア

第
1
節

第
1
節

第
4
節

第
4
節

第
5
節

第
5
節

3月31日（土） 午後3時
vs カマタマーレ讃岐

第
7
節

第
7
節
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プ
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ン
ト
コ
ー
ナ
ー
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配
車
ア
プ
リ
で

　
　
　
相
互
配
車
ス
タ
ー
ト

Vol.859
■情報はこちらへ　　ＴＥＬ／075（555）3186　　ＦＡＸ／075（693）8353
E-mail／mknews@mk-group.co.jp　　http://www.mk-group.co.jp/

　

エ
ム
ケ
イ
株
式
会
社
で
は

こ
の
度
、
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
の

配
車
ア
プ
リ
「
Ｍ
Ｋ
ス
マ
ホ

配
車
」
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
行
い
、
台
湾
最
大
手
の

タ
ク
シ
ー
会
社
・
台
灣
大
車

隊
股
份
有
限
公
司
と
の
相
互

配
車
を
開
始
い
た
し
ま
し
た

（
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
版
は
１

月
29
日
リ
リ
ー
ス
済
み
、
ｉ

Ｏ
Ｓ
版
は
２
月
１
日
頃
公
開

見
込
み
）。
日
本
の
タ
ク
シ

ー
会
社
の
配
車
ア
プ
リ
で
海

外
の
配
車
を
開
始
す
る
の
は

全
国
初
（
当
社
調
べ
）
と
な

り
ま
す
。

　

相
互
配
車
を
行
う
の
は
、

台
灣
大
車
隊
が
運
行
す
る

「
台
北⇔

桃
園
空
港
」
間
の

空
港
送
迎
タ
ク
シ
ー
と
、
日

本
国
内
の
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
７

社
が
展
開
す
る
「
空
港
定
額

タ
ク
シ
ー
」の
各
サ
ー
ビ
ス
。

「
Ｍ
Ｋ
ス
マ
ホ
配
車
」
か
ら

台
灣
大
車
隊
の
空
港
送
迎
タ

ク
シ
ー
の
注
文
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
台
灣
大
車
隊
の

配
車
ア
プ
リ
か
ら
は
２
月
13

日
よ
り
Ｍ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
の
空

港
定
額
タ
ク
シ
ー
の
注
文
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で

す
。

　

訪
日
台
湾
人
が
地
元
企
業

の
配
車
ア
プ
リ
で
日
本
の
空

港
定
額
タ
ク
シ
ー
を
注
文
で

き
る
と
い
う
利
便
性
の
向
上

と
、「
日
本
の
空
港
送
迎
と

い
え
ば
Ｍ
Ｋ
の
空
港
定
額
タ

ク
シ
ー
」
と
い
う
認
知
を
高

め
る
こ
と
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
さ
ら
な
る
掘
り

起
こ
し
を
目
指
し
ま
す
。

人
材
育
成
で
も
イ
ン
バ 

ウ
ン
ド
を
見
据
え

　

Ｍ
Ｋ
で
は
こ
れ
ま
で
も

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と
し

て
特
に
英
会
話
ド
ラ
イ
バ

ー
（English Speaking 

Driver

以
下
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」）

の
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
最
近
で
は
、
平
成

28
年
４
月
入
社
の
新
卒
よ

り
、
従
来
の
内
勤
採
用
中
心

か
ら
ト
ラ
ベ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
（
観
光
・
ハ
イ
ヤ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
候
補
生
、
以
下

「
Ｔ
Ｃ
」）採
用
に
切
り
替
え
、

毎
年
30
〜
60
名
程
度
が
入

社
、
う
ち
４
割
程
度
は
Ｅ
Ｓ

Ｄ
中
級
以
上
の
語
学
力
を
有

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高

卒
者
の
Ｔ
Ｃ
前
提
の
採
用
も

継
続
的
に
行
い
、
二
種
免
許

取
得
ま
で
時
間
を
か
け
て
運

転
技
術
や
観
光
、
英
会
話
等

を
教
育
し
将
来
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に

育
て
て
い
ま
す
。

（12）

現地に足を運び、先輩ベテラン
ドライバーから学ぶ観光勉強会

京都MKタクシー新卒採用

ジャンボハイヤー採用のお問合せは…

ハイエースを使用してのジャンボハイヤー業務。
受注センターで受付する、伊丹・関空への乗合制空港送迎業務が中心です。
春・秋の観光シーズンには修学旅行生や一般観光客に対する観光ガイド業務をお任せします。完全予約・固定月給制の
業務です。

ジャンボハイヤースタッフ候補ジャンボハイヤースタッフ候補 京都MK

普通免許取得後3年以上の方（AT限定可）
二種免許取得完全バックアップ

北区、南区、伏見区、西京区、
山科区、右京区、宇治市、八幡市
グループ施設割引（ガソリン、アミューズメント、トラベル、
整備工場など）　野球・ボウリング大会など開催

昼勤/夜勤　月間休日８日、有休、総合職登用あり、昇給
あり、賞与年2回、社保完、退職金あり、寮完備、制服貸与

25
1ヵ月目

30
2～6ヵ月目 月収

，
※条件あり

平均月収 33.6万
平均月収

43.8万
25～30万円

30万円～

３週間
４ヵ月

６ヵ月程度

※給与額には諸手当が含まれます。詳しくは説明会で説明します。

正社員募集！

70120-8
入 ろ う

16-3
採 用

14（担当：古知こ　ち・勝かつ又また）

転職支援金
10万円あり

台
湾
最
大
手
タ
ク
シ
ー「
台
灣
大
車
隊
」と

配
車
ア
プ
リ
で

　
　
　
相
互
配
車
ス
タ
ー
ト

インバウンド
対応




